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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
清
々
し
い
お
正
月
を
お
過
ご
し

の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　
平
成
か
ら
令
和
へ
新
し
い
時
代
の

幕
開
け
の
年
で
し
た
が
、
自
然
災
害

が
猛
威
を
振
る
っ
た
年
で
も
あ
り
ま

し
た
。
８
月
の
佐
賀
平
野
で
の
記
録

的
な
大
雨
に
よ
る
災
害
、
そ
の
後
の

台
風

号
に
よ
る
東
日
本
の
広
範
囲

で
大
き
な
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
武
雄
河
川
事
務
所
が
管
理
す
る
嘉

瀬
川
、
六
角
川
、
松
浦
川
水
系
に
お

い
て
は
、
３
水
系
５
河
川
で
氾
濫
危

険
水
位
を
超
過
し
、
２
河
川
で
は
堤

防
か
ら
越
水
し
ま
し
た
。
平
成

年

か
ら
２
年
連
続
し
て
、
国
の
管
理
区

間
か
ら
の
越
水
と
な
り
ま
し
た
。
今

回
の
災
害
に
お
い
て
も
、
地
域
を
支

え
る
建
設
業
の
皆
様
の
お
か
げ
を
も

ち
ま
し
て
、
迅
速
に
災
害
対
応
に
あ

た
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
大
変
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
嘉
瀬
川
水
系
で
は
、
川
上
水
位
観

測
所
で
避
難
判
断
水
位
（
レ
ベ
ル
３

相
当
）
を
超
え
ま
し
た
が
、
渇
水
傾

向
で
嘉
瀬
川
ダ
ム
の
貯
留
量
が
少
な

か
っ
た
こ
と
も
有
り
、
多
く
の
河
川

水
を
ダ
ム
に
貯
め
る
こ
と
が
で
き
、

洪
水
の
ピ
ー
ク
水
位
を
約

㎝
引
き

下
げ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。ま
た
、

佐
賀
導
水
路
の
巨
勢
川
調
整
池
に

は
、
ほ
ぼ
満
水
の
約
２
０
９
万
㎥
貯

留
し
、
下
流
の
ピ
ー
ク
水
位
を
約
１

・
０
ｍ
引
き
下
げ
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

　
六
角
川
水
系
で
は
、
基
準
地
点
で

あ
る
六
角
川
潮
見
橋
水
観
測
所
、
牛

津
川
妙
見
橋
水
位
観
測
所
で
氾
濫
危

険
水
位
（
レ
ベ
ル
４
相
当
）
を
超
過

し
ま
し
た
。
牛
津
川
で
は
、
戦
後
最

大
の
洪
水
と
な
っ
た
平
成
２
年
７
月

出
水
を
超
え
、
堤
防
か
ら
越
水
（
レ

ベ
ル
５
相
当
）
し
ま
し
た
。
六
角
川

水
系
全
体
で
は
、
多
く
の
内
水
被
害

も
発
生
し
、
家
屋
浸
水
が
２
９
３
６

戸
、
浸
水
面
積
が
約
６
９
０
０
ha
と

約

年
ぶ
り
の
大
規
模
な
災
害
と
な

り
ま
し
た
。

　
松
浦
川
水
系
で
は
、
松
浦
川
川
西

橋
水
位
観
測
所
、
徳
須
恵
川
徳
須
恵

橋
水
位
観
測
所
、
厳
木
川
中
島
橋
水

位
観
測
所
で
氾
濫
危
険
水
位
（
レ
ベ

ル
４
相
当
）
を
超
過
し
ま
し
た
。
厳

木
ダ
ム
の
効
果
に
よ
り
、中
島
橋（
厳

木
川
）
の
水
位
を
約

㎝
下
げ
、
厳

木
川
沿
川
の
浸
水
被
害
を
軽
減
し
ま

し
た
が
、
松
浦
川
で
は
、
唐
津
市
の

萩
ノ
尾
地
区
で
一
時
堤
防
を
越
水

（
レ
ベ
ル
５
相
当
）
す
る
な
ど
被
害

が
発
生
し
ま
し
た
。

　
現
在
、
各
関
係
機
関
と
連
携
し
、

「
逃
げ
遅
れ
ゼ
ロ
」
、
「
社
会
経
済

被
害
の
最
小
化
」
を
目
指
し
て
、
河

川
に
お
け
る
対
策
、
流
域
に
お
け
る

対
策
、
ま
ち
づ
く
り
・
ソ
フ
ト
対
策

な
ど
の
防
災
・
減
災
の
取
組
を
進
め

て
い
ま
す
。
今
回
は
、
事
前
防
災
の

重
要
性
を
改
め
て
思
い
知
ら
さ
れ
た

洪
水
で
も
あ
り
、
特
に
、
六
角
川
水

系
で
は
、
流
域
の
市
長
、
町
長
の
皆

様
と
と
も
に
、
「
六
角
川
水
系
緊
急

治
水
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て

新
た
に
推
進
す
る
体
制
を
構
築
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
防
災
・
減
災

に
向
け
た
ハ
ー
ド
対
策
・
ソ
フ
ト
対

策
を
計
画
的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
河
川
事
業

を
通
じ
て
、
地
域
の
安
全
・
安
心
と

活
性
化
に
寄
与
す
る
た
め
、
全
職
員

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
。
本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、

良
い
一
年
と
な
る
こ
と
を
祈
念
い
た

し
ま
し
て
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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年
頭
に
あ
た
り
、
謹
ん
で
新
年
の

ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
九
州
は
、
地
形
、
気
象
な
ど
の
自

然
条
件
か
ら
災
害
が
発
生
し
や
す

く
、
２
０
１
６
年
の
熊
本
地
震
、

年
の
九
州
北
部
豪
雨
、

年
の
西
日

本
豪
雨
、

年
の
佐
賀
県
を
中
心
と

し
た
豪
雨
災
害
と
毎
年
の
よ
う
に
大

規
模
災
害
に
見
舞
わ
れ
て
お
り
、
さ

ら
に
、

年
度
か
ら
桜
島
や
阿
蘇
山

を
は
じ
め
と
す
る
管
内
の
活
火
山
の

活
動
も
活
発
な
状
況
で
す
。

　
九
州
地
方
整
備
局
で
は
、
こ
れ
ら

の
災
害
の
復
旧
・
復
興
に
全
力
で
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

年
８
月
の
豪
雨
に
よ
り
甚
大
な

被
害
が
発
生
し
た
佐
賀
県
の
六
角
川

に
お
い
て
は
、
治
水
対
策
だ
け
で
は

な
く
関
係
機
関
が
連
携
し
、
住
ま
い

方
の
工
夫
や
ク
リ
ー
ク
の
活
用
な
ど

流
域
一
帯
と
な
っ
た
浸
水
対
策
を

「
六
角
川
水
系
緊
急
治
水
対
策
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
と
り
ま
と
め
、

再
度
の
災
害
防
止
に
向
け
、
国
、県
、

市
町
が
連
携
し
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　
九
州
は
日
本
の
西
端
に
位
置
し
、

首
都
東
京
か
ら
西
へ
約
９
０
０
㌔
㍍

離
れ
て
い
ま
す
が
、
中
国
の
上
海
か

ら
も
１
０
０
０
㌔
㍍
圏
内
に
あ
り
東

ア
ジ
ア
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
東
ア
ジ
ア
か
ら
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

を
中
心
に
、
日
本
全
体
に
来
航
す
る

ク
ル
ー
ズ
船
の
約
３
割
が
九
州
に
寄

港
（

年
）
し
て
い
ま
す
。
増
大
す

る
寄
港
需
要
お
よ
び
船
舶
大
型
化
に

対
応
す
る
た
め
、
国
際
旅
客
船
拠
点

形
成
港
湾
の
指
定
を
受
け
た
佐
世
保

港
、
八
代
港
、
鹿
児
島
港
お
よ
び
下

関
港
で
は
、
新
た
な
ク
ル
ー
ズ
船
専

用
岸
壁
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
九
州
佐
賀
国
際
空
港
、
三
池
港
等

の
交
通
拠
点
を
結
ぶ
有
明
海
沿
岸
道

路
は
、

年
度
に
は
大
川
東
Ｉ
Ｃ
〜

大
野
島
Ｉ
Ｃ
ま
で
、

年
度
に
は
大

野
島
Ｉ
Ｃ
〜
（
仮
）
諸
富
Ｉ
Ｃ
ま
で

開
通
を
予
定
し
て
お
り
、
有
明
海
沿

岸
道
路
で
福
岡
県
と
佐
賀
県
が
初
め

て
繋
が
り
ま
す
。

　
地
域
の
担
い
手
・
守
り
手
と
し
て

の
役
割
を
担
う
建
設
業
の
生
産
性
向

上
と
働
き
方
改
革
の
推
進
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
生
産
性
向
上
に
つ
い

て
は
、
３
次
元
デ
ー
タ
の
活
用
を
は

じ
め
と
す
る
ｉ
―
Ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
ｔ
ｒ
ｕ

ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
の
取
り
組
み
を
順
次
拡

大
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、

週
休
二
日
モ
デ
ル
工
事
の
拡
大
や
、

施
工
時
期
の
平
準
化
等
に
よ
り
、
働

き
方
改
革
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

年
６
月
に
成
立
し
た
新
・
担
い
手
３

法
の
理
念
を
踏
ま
え
、建
設
産
業
が
、

新
３
Ｋ
（
給
与
が
良
い
、
休
日
が
取

れ
る
、
希
望
が
持
て
る
）
の
業
界
と

な
る
よ
う
、
九
州
各
県
お
よ
び
市
町

村
と
連
携
し
取
り
組
み
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

　
本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
実

り
多
い
年
に
な
り
ま
す
こ
と
を
祈
念

し
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。


